
「 おおいた教育の日」 エッ セー

　 私の祖母が住んでいる 町は、 杵築市大田です。 大分県の北部、 国東半島の中央にあり 人口は約千人の町

です。 2005年に杵築市の一部と なり ま し た。 町にはコ ン ビ ニエン ス ス ト アはなく 、 商店も あま り あり ま せ

ん。 そし て、 信号機が２ 機し かなく 、 ほと んど が、 田んぼや畑が広がる 小さ な町です。

　 私は年に数回、 祖母に会いに行く のですが、 病院への通院や、 買い物が大変だと よ く 聞き ま す。 その際

祖母が困っ ている こ と やでき ないこ と を 父と 一緒に手伝いま す。

　 ま ずは、 回覧板を 届ける こ と です。 と なり の家ま でのき ょ り が遠く 、 歩いて持っ て行く こ と が困難なの

で、 代わり に持っ て行き ま す。 町には、 商店が少ないので車で30分の所にある ス ーパーへ買い出し に行き

ま す。 ま た家の畑や田んぼの草刈り や水ま き など の仕事も 手伝いま す。 たく さ ん仕事の手伝いも し ま す

が、 楽し いこ と も あり ま す。 春はたけのこ ほり 、 夏は家の畑で育てた野菜の収かく 。 秋は、 いも ほり 。 冬

はたこ 上げや羽つき を し て遊びま す。

　 私が祖母の家で過ご し ている と 、 近所の方から 野菜を も ら う こ と があり ま す。 94才のおばあ ちゃ んで

す。 おばあちゃんは、 何種類も の野菜を 作っ ていま す。 私が育てたき ゅ う り よ り 、 と ても 立派なき ゅ う り

なので、

「 ど う やっ たら こ んなにま っ すぐ なき ゅ う り になる んですか？」 と 聞いてみる と 、

「 水や気温を 見ながら 肥料を やっ たり する んよ 。 毎日少し ずつ手入れを する と いいよ 。」

と 教えてく れま し た。 おばあちゃんだけではなく 、 みんなが優し く 声を かけてく れま す。

　 そし て今年。 大田は杵築市になり 20年を むかえま し た。 毎年行っ ている 横岳夏ま つり で初めて花火を 上

げる こ と になり ま し た。 父はその祭り の実行委員になっ たので、 私は手伝う こ と にし ま し た。

　 祭り はま ず、 予算を 決めて内容を 決め、 寄付金を 集める こ と から 始ま り ま し た。

　 イ ベン ト に出る 人を 集めたり 、 屋台を 出し てく れる お店を 探し たり 、 音響や警備員の手配も あり ま す。

花火を 打ち上げる にあたっ て消防団の協力も 必要でし た。 私は父と 抽選会の景品の買い出し を 手伝う こ と

にし ま し た。

　 景品を 買う と き に気を つけたこ と は、 予算内で済ま せる こ と 、 子ど も から 高齢者ま で使える 物にし なけ

ればいけないと 思いま し た。 当たっ て嬉し いと 思える 物を 選びま し たが、 本当に喜んでも ら える かが不安

でし た。

　 大田で初めての花火の打ち上げは大成功でし た。 たく さ んの花火がま る で星のよ う に降っ てく る 感じ が

し ま し た。 そし て、 抽選会では、 一つ一つ商品を 喜んでも ら えてと ても 嬉し かっ たです。

　 大田は高齢化が進み、 こ の祭り を 続けていく こ と も 難し く なる かも 知れま せん。 ですが、 こ の祭り に参

加し た子ど も たちが次の祭り の実行委員と なり 、 未来へと つないで、 残し てほし いと 思いま す。
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